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建 設 常 任 委 員 会 資 料           令 和 ６ 年 １ ２ 月 １ ２ 日  

             （ 2 0 2 4 年 ）       

都 市 整 備 部 都 市 政 策 課  

 

 

Ｊ Ｒ 奈 良 線 の 高 速 化 ・ 複 線 化 第 二 期 事 業 に つ い て  

 

 

標 記 の 事 業 に つ い て は 、 平 成 ２ ５ 年 に 府 、 関 係 市 町 （ 京 都 市 、

宇 治 市 、 城 陽 市 、 木 津 川 市 、 井 手 町 、 宇 治 田 原 町 ） 及 び 西 日 本 旅

客 鉄 道 株 式 会 社 の 間 で 基 本 協 定 書 等 を 締 結 の 上 、 こ れ ま で 事 業 を

進 め て ま い り ま し た 。  

こ の 度 、 事 業 の 進 捗 に 伴 い 全 体 事 業 費 等 の 変 更 を 行 う こ と に つ

い て 、 下 記 の と お り 報 告 し ま す 。  

 

１  事 業 費 の 変 更 及 び 変 更 理 由 （ 千 万 円 未 満 を 四 捨 五 入 ）  

 変 更 前  変 更 後  差 額  

全 体 事 業 費  3 9 7 . 1 億 円  4 0 3 . 4 億 円  + 6 . 3 億 円  

内

訳 
京 都 府  1 4 8 . 5 億 円  1 5 0 . 9 億 円  + 2 . 4 億 円  

関 係 市 町  1 4 8 . 5 億 円  1 5 0 . 9 億 円  + 2 . 4 億 円  

う ち 、 城 陽 市  2 0 . 2 億 円  2 0 . 5 億 円  + 0 . 3 億 円  

Ｊ Ｒ 西 日 本  1 0 0 . 1 億 円  1 0 1 . 7 億 円  + 1 . 6 億 円  

 

＜ 変 更 理 由 ＞  

工 事 に 係 る 事 業 費 縮 減 を 図 っ た も の の 、 前 回 （ 令 和 ２ 年 ３ 月

３ ０ 日 付 け ） の 変 更 協 定 締 結 以 降 に 建 設 資 材 等 の 価 格 が 広 範 囲

か つ 大 幅 に 高 騰 し た た め 。  
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２  工 期 の 変 更 及 び 変 更 理 由  

 変 更 前  変 更 後  

工 期  平 成 2 5 年 度 ～ 令 和 6 年 度  平 成 2 5 年 度 ～ 令 和 8 年 度  

 

＜ 変 更 理 由 ＞  

環 境 影 響 評 価 の 事 後 調 査 結 果 等 を 踏 ま え 、 設 計 や 追 加 の 騒 音

対 策 工 事 、 手 続 き 等 の 諸 要 素 を 踏 ま え た 対 応 に 、 ２ 年 の 延 伸 が

必 要 に な る と 想 定 さ れ た も の 。  

 

３  今 後  

  年 度 内 に 変 更 協 定 の 締 結 を 予 定  
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JR奈良線 概要

○第二期事業

高速化・複線化事業（平成２５年～令和８年）
○令和５年３月１８日開業
○事業費：403.4億円

京都府 ：150.9億円
関係市町：150.9億円
JR西日本： 101.7億円

○複線化：JR藤森～宇治 （9.9km）
新田～城陽 （2.1km）
山城多賀～玉水（2.0km）

・構内の改良 （京都駅、六地蔵駅）
・一線スルー化等（棚倉駅）

路線延長
３４．７㎞

複 線
２２．２㎞
（６４％）

単 線
１２．５㎞
（３６％）

城陽

長池

山城多賀

玉水

奈良

上狛

奈良県

木津

城陽市

平城山

井手町

木津川市

片町線

棚倉

山城青谷

東福寺

稲荷

JR藤森

桃山 木幡

黄檗

宇治

六地蔵

京都市

宇治市

第一期事業
複線化(3.2㎞)

第一期事業
複線化(5.0㎞)

JR小倉

新田

京都

第二期事業
複線化(2.1㎞)

第二期事業
複線化(2.0㎞)

第二期事業
複線化(9.9㎞)

宇治田原町
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